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一
位
 
 

図1】1－1熊野町の位置  

東
へ
約
二
〇
キ
ロ
、
呉
市
か
ら
北
へ
約
〓
妄
ロ
の
 
 

地
点
に
あ
る
。
役
場
の
位
置
で
北
緯
三
四
度
二
〇
分
 
 

〇
六
秒
、
東
経
〓
二
二
度
三
五
分
〇
六
秒
、
標
高
二
 
 

二
二
・
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
 
 
 

町
の
南
は
呉
市
に
接
し
、
東
側
は
黒
瀬
町
に
、
北
 
 

か
ら
西
に
か
け
て
広
島
市
阿
戸
町
、
瀬
野
川
町
、
矢
 
 

野
町
に
接
し
て
い
る
。
北
西
の
一
部
は
海
田
町
に
接
 
 

し
て
い
る
。
 
 

位
置
の
概
観
 
 

自
然
的
位
置
 
 

熊
野
町
は
広
島
県
西
部
・
安
芸
郡
 
 

に
あ
る
町
で
、
広
島
市
か
ら
東
南
 
 

自
然
的
に
は
四
囲
を
山
地
に
囲
ま
 
 

れ
た
盆
地
で
、
標
高
約
二
五
〇
メ
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図＝－1－2  

ー
ト
ル
内
外
で
あ
る
。
盆
地
も
周
囲
の
山
地
 
 

も
、
北
東
－
南
西
方
向
の
断
層
に
支
配
さ
れ
て
 
 

い
る
。
北
東
か
ら
南
西
に
か
け
て
熊
野
町
と
広
 
 

島
市
瀬
野
川
、
安
芸
郡
海
田
町
、
広
島
市
矢
野
 
 

町
を
区
切
る
山
地
は
鉾
取
山
、
天
狗
坊
山
、
城
 
 

や
ま
か
ね
が
と
う
ろ
う
や
ま
 
 

山
、
金
ケ
燈
篭
山
な
ど
七
〇
〇
～
五
〇
〇
メ
ー
 
 

ト
ル
内
外
の
山
が
続
き
、
矢
野
峠
の
切
れ
目
を
 
 

え
げ
さ
ん
 
 

経
て
絵
下
山
へ
続
い
て
い
る
。
 
 
 

町
の
南
側
で
北
東
南
西
方
向
の
山
地
は
、
 
 

賀
茂
郡
黒
瀬
町
と
境
を
接
し
て
い
る
が
、
石
岳
 
 

山
な
ど
北
側
の
山
地
に
比
較
す
る
と
や
や
低
平
 
 

で
五
〇
〇
～
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
内
外
の
山
地
と
 
 

な
り
、
随
所
に
峠
が
あ
っ
て
、
断
絶
し
た
山
塊
 
 

と
な
っ
て
い
る
。
盆
地
の
北
と
南
は
断
層
線
の
 
 

延
長
上
に
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
丘
陵
性
山
地
 
 

と
な
っ
て
い
る
。
 
 

交
通
的
位
置
 
 

盆
地
と
周
辺
地
域
を
結
ぷ
交
 
 

通
路
は
、
北
東
方
向
の
熊
野
 
 
 



川
河
谷
に
沿
っ
て
広
島
市
阿
戸
町
に
至
り
、
瀬
野
川
河
谷
に
合
す
る
ル
ー
ト
が
あ
り
、
南
西
は
、
谷
中
分
水
に
よ
っ
て
商
流
を
始
め
 
 

る
二
河
川
に
沿
っ
て
、
呉
市
に
至
る
ル
ー
ト
が
あ
る
d
こ
の
ほ
か
西
方
は
矢
野
峠
の
鞍
部
を
経
て
広
島
市
矢
野
に
至
る
ル
ー
ト
が
あ
 
 

り
、
こ
の
ル
ー
ト
が
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
山
地
が
け
わ
し
く
、
重
要
な
ル
ー
ト
が
交
通
不
便
で
あ
る
の
も
、
皮
肉
な
 
 

こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
南
側
の
黒
瀬
方
向
ほ
、
い
く
つ
か
の
峠
で
結
ば
れ
て
い
る
が
、
大
峠
が
県
道
も
走
り
、
も
っ
と
も
重
 
 

要
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
百
代
に
至
る
ル
ー
ト
な
ど
が
あ
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
町
の
外
方
地
域
と
結
ば
れ
て
い
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
高
原
状
の
盆
地
で
あ
る
た
め
、
隔
絶
し
 
 

た
感
が
強
い
。
と
く
に
近
代
以
降
、
鉄
道
や
道
路
も
重
要
幹
線
が
こ
の
町
を
通
ら
な
か
っ
た
た
め
、
取
り
残
さ
れ
た
感
が
あ
っ
た
。
 
 
 

ま
た
呉
方
面
か
ら
、
芸
南
地
方
に
至
る
ル
ー
ト
も
、
昭
和
十
年
代
、
広
島
湾
東
側
の
海
山
琵
移
っ
て
か
ら
、
同
様
に
、
幹
線
か
ら
 
 

外
れ
て
し
ま
っ
た
。
 
 

く
熊
野
町
を
経
て
呉
市
に
至
る
道
路
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
重
要
な
幹
線
交
通
路
に
沿
う
こ
と
に
な
り
、
熊
野
町
の
発
展
に
資
す
 
 

る
所
が
大
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
 
 

自
然
的
、
地
形
的
位
置
の
ほ
か
に
、
気
候
、
気
象
上
の
位
置
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
当
町
は
盆
地
上
で
標
 
 

い
。
そ
れ
は
沿
岸
よ
り
一
、
二
度
低
い
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
沿
岸
で
雨
や
み
ぞ
れ
の
と
き
、
熊
野
で
ほ
雪
の
こ
と
が
多
 
 

第
一
節
 
位
置
・
町
域
 
 
 

位
置
の
不
利
性
の
克
服
 
 

将
来
の
位
置
 
 

気
候
・
気
象
上
の
位
置
 
 

こ
う
し
た
隔
絶
し
た
位
置
は
、
将
来
克
服
さ
れ
る
よ
う
努
力
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
、
広
島
市
矢
野
町
か
 
 

ら
鯖
野
町
を
経
て
、
阿
戸
町
、
東
広
島
市
舌
川
、
原
地
区
を
経
て
西
条
に
至
る
高
規
格
の
優
良
な
道
路
や
、
同
じ
 
 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
位
置
の
不
利
な
点
を
克
服
し
て
、
日
至
の
筆
産
業
を
興
し
、
人
口
を
集
積
し
 
 

て
町
を
作
り
出
し
た
こ
と
は
、
熊
野
に
住
む
人
々
の
偉
大
な
る
努
力
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
 
 

高
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
内
外
の
高
さ
に
あ
る
た
め
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
あ
り
な
が
ら
、
冬
季
意
外
忙
寒
 
 



『
芸
藩
通
志
』
に
ほ
「
中
古
ほ
橋
賀
村
と
も
呼
び
ぬ
。
は
し
か
は
端
辺
の
意
に
て
、
郡
の
端
に
あ
る
処
に
よ
る
 
 

に
や
、
さ
れ
ば
熊
野
も
本
ほ
隈
の
処
云
三
と
あ
る
。
ま
た
熊
野
の
く
ま
は
山
の
曲
（
く
ま
）
か
ら
起
っ
た
語
と
も
考
え
ら
れ
、
山
の
 
 

く
ま
に
あ
る
野
、
つ
ま
り
凹
ん
だ
盆
地
に
あ
る
意
と
解
し
て
も
よ
か
ろ
う
。
 
 
 

熊
野
の
地
名
は
、
同
じ
『
芸
藩
遺
志
』
に
「
此
村
の
名
は
村
内
に
熊
野
社
を
置
く
、
故
に
名
づ
く
か
と
思
ゆ
れ
ど
云
ヱ
と
あ
 
 

り
、
建
治
三
年
（
三
七
七
）
の
も
の
と
思
わ
れ
る
小
槻
有
家
申
状
（
壬
生
家
文
吉
）
に
、
「
御
祈
願
所
領
安
芸
国
阿
土
熊
野
保
ハ
、
云
 
 

々
」
と
あ
る
。
 
 

さ
か
き
や
ま
 
 
 

熊
野
町
中
清
に
あ
る
榊
山
神
社
は
、
も
と
本
官
八
幡
宮
と
称
し
、
神
功
皇
后
以
下
三
神
を
祀
る
が
、
『
芸
藩
通
志
』
所
収
絵
図
 
 

第
一
章
 
自
然
環
境
 
 

く
、
ま
た
構
雪
畳
も
、
や
や
多
い
よ
う
で
あ
る
。
逆
に
、
夏
は
日
中
は
と
も
か
く
、
夜
間
沿
岸
部
よ
り
か
な
り
涼
し
い
。
 
 

地
名
上
の
位
置
 
 

次
に
地
名
か
ら
、
集
落
の
位
置
関
係
を
み
よ
う
。
地
名
は
地
理
的
位
置
を
示
す
こ
と
が
多
い
が
、
熊
野
町
も
 
 

鼠1－1－3 安芸郡町村内における  

熊野町の面積  

で
は
、
現
在
境
内
社
の
熊
野
本
官
神
社
が
、
中
央
に
あ
り
、
榊
山
神
社
よ
り
 
 

も
熊
野
本
官
神
社
の
方
が
勧
請
時
期
が
古
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
の
ほ
か
紀
州
新
宮
市
と
本
町
の
地
名
が
似
通
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
 
 

紀
州
熊
野
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 

町
域
の
変
遷
 
 

二
 
町
 
 
 

熊
野
町
の
町
域
の
変
遷
を
み
る
と
、
朋
治
二
十
一
年
に
は
 
 

か
わ
す
左
 
安
芸
郡
熊
野
村
と
平
谷
村
、
川
角
村
で
あ
っ
た
。
の
ち
、
 
 
 



表1－1－1熊野町の面積と土地利用  

地目別面積（昭和61年1月1日）  

区  分  総画桁  田  畑  宅 地  池沼  山 林  原野  雑穐地  その他   
20，438．0  938．6  2，389．1  1，647．0  4．3  7，369．2  601．3  262．2  7，227．0  

安芸郡                     （100．0）  （4．6）  （11．7）  （8．1）  （0．0）  （36．1）  （2．9）  
府中町  1，027．0  14．2  35．2  286．5  1．2  413，0  25．0  251．9  

（100．0）  （1．4）  （3．4）  （27．9）  （0．1）  （2．4）  （24．5）   

福田町  1，367．0  66．6  50．8  223．8  334．4  33．8  657．6  
（100．0）  （4．8）  （3．7）  （16．4）  （24．5）  （2．5）  （48．1）   

63．4   
坂  町  1，552．0  49．9  113．9  170．4   0 （0 

．0）   

江田島町  3，008．0  68．5  441，0  369．6  0．2  346．5  494．6  7．6  1，280．0   100 
（．0）  （2．3）  （14．7）  （12．3）  （0．0）  

1，869．0  161．5  247．4  175．8  480．0  16，6  15．9  771．8  
音戸町                    （100．0）  （8．6）  （13．2）  （9．4）  （25．7）  （0．9）  （0．9）  （41．3）   

2．3   
877．0  0．6  223．6  22．9  310．0  0．2  12．8  306．9  

下蒲刈町                    （100．0）  （0．0）  （25．5）  （2．6）  （35，4）  （0．0）  （1．5）  （35．0）   

0 （0 
．0）   

第
一
節
 
位
置
・
町
域
 
 
 

単位 h（％）  固定資産概要調書を基本に分類・作成した  

明
治
二
十
二
年
の
町
村
合
併
に
よ
り
、
平
谷
、
川
 
 

角
は
本
庄
村
の
一
部
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
大
正
七
 
 

年
に
は
熊
野
町
は
町
制
を
施
行
し
、
昭
和
六
年
本
 
 

庄
村
の
大
字
平
谷
、
川
角
地
区
を
編
入
し
て
、
今
 
 

日
に
至
っ
て
い
る
。
 
 
 

町
の
面
積
は
三
l
二
・
九
八
平
方
キ
ロ
で
、
安
芸
 
 

郡
下
で
は
倉
橋
町
に
次
い
で
二
番
目
に
大
き
い
町
 
 

で
あ
る
。
し
か
し
、
広
島
県
下
で
は
、
そ
れ
程
面
 
 

積
の
大
き
い
町
で
は
な
い
。
 
 
 

土
地
面
積
三
三
・
九
八
平
方
キ
ロ
の
う
ち
、
民
 
 

有
粗
地
は
一
五
・
五
二
平
方
キ
ロ
で
、
宅
地
は
 
 

一
・
九
七
平
方
キ
ロ
で
あ
る
。
 
 

地
目
別
面
積
を
み
る
と
、
第
一
 
 

も
多
く
二
、
二
三
八
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
全
面
積
 
 

の
六
五
・
九
％
を
占
め
る
。
こ
れ
は
安
芸
郡
下
で
 
 

は
も
っ
と
も
多
く
、
内
陸
で
山
が
多
い
こ
と
を
示
 
 

し
て
い
る
。
次
い
で
そ
の
他
が
四
二
二
・
八
へ
ク
 
 

地
目
別
面
積
 
 

蓑
の
よ
う
で
、
山
林
が
も
っ
と
 
 



第
一
章
 
自
然
環
境
 
 
 

タ
ー
ル
（
一
二
・
四
％
）
、
田
が
三
一
六
・
〇
ヘ
ク
タ
∴
－
ル
（
九
二
二
％
）
で
、
安
芸
郡
下
で
は
も
っ
と
も
田
の
面
積
の
割
合
が
多
く
、
農
 
 

業
地
帯
と
し
て
の
性
格
が
か
な
り
強
く
残
っ
て
い
る
。
畑
は
六
五
二
（
l
・
九
％
）
と
比
較
的
少
な
い
。
宅
地
は
二
山
八
・
三
（
六
・
 
 

四
％
）
で
、
安
芸
郡
下
で
は
少
な
い
方
で
あ
り
、
海
田
、
府
中
に
比
較
し
て
、
住
宅
地
化
、
都
市
化
が
進
ん
で
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
ほ
か
原
野
、
雑
種
地
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
六
三
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
一
・
九
％
）
、
七
三
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
二
二
一
％
）
で
あ
 
 

る
。
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